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経食道心エコー法を用いて繰り返し評価できた下側肺障害症例
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経食道ココーを即、ると、下行大蜘時介して下恨!J脚章害部{立を は智者間糟変化により、雌均的急速に出現し、また急速に消失す

観察するごとが可能である、!下倶l脂綿永富剖可立の時間的変化をとらえ ると考えられた， オレイン般をnJ~、日姉水腫犬では 2時間稗度で肺

た報告は少ない。我々 は、 3例の ARDS症例に経食道エコーを定 底部に胸部CTでコンソリデイションが出現することが知られてい

時に行い、下仮IJ肺障害部位の変化を観察したので報告する。 る。

佐例 J: 43歳男性、体重仰句、身長 17批m 結論・経食道心エコーは繰り返し脳 Iが可能であり、下傾!附掌軒両

診断低厳素脳痕 変節{立の附前向'J変化を杷J1i1するのにの附て'あったs 主たそのi面繍変

現病肘 スポーツの般中に心家性頻脈のため突然意識障?ヰと {ヒI立峻素化能変動の良し、指標となると思Iコれた

なり、集司'II'棟割l叶般iきされた 低酒量鮒4脳痕と診断し、人工呼吸

下に低体1!.;療法を胞行した.1王I!'J!主n経食道エコーを用し、}，肺底部

を観察し1:...入室3fHlからド倒r>>榊t;t;存が出現した.~章:芹剖耳、7酋i績

が精力目するにつれ、厳素化能が低Fした(凶 1)リ{民(料組放W'I1Jf:

i量、両者割L肯敏善とともに下il¥l附ltfg制i/:11:消失した

症例主 :33歳女性体重78.8kg 身長 16伽 n

繍・全身空機、 '均五鱒

現J丙限 自殺目(YJで衣服に火をつけ、集中治療郊へI/Ri圭され

た例制岨11.、/b'i，(，i、liij胸部を主として日目Iil'40%であった

餅品一11:パタスター法で管理!したi 人 l'叩及管理直後に終食道，c.=コ

ーーをuつ丈が、 卜iMJ~抑:(f，'Jは認めなかった しかし、 3日十1(/滞量食

道エコ--I-:!Jll開新I面倒It:lirif責9.14cm'の下仮崎怖章害を示していた

除去:倒的、患おがショック期を醐旨、利尿による体重減少ともに消

火したl

症例3: 70織女性体量68.5kg

診断 ・穿孔性腹膜炎

現J丙庁汗..急性腹症として緊急朗腹手術を受けた1 術中から酸

素化能が伝下しており、集中治療部に入室した. ARDSのため1

2日間の人丁一呼吸管理を要した，入家直後からすでに下仰飾障害を

認めた3 また酸素化能の改善とともに下仮州市章書部位の消失を認め

た1 しかL、経過中に胸水が出現し、疋確な而繍測定は不可能とな

った

3症OiJo，四目怒折面積部位での下仰l障問案書剖H立面積と Pa02lFi02

の関係を位121こ示しfこc相関係数は 0.51と弱し、ものの有意な相関

を認めた(1'~.05)" 我々附すでに 1 4例のARDS症例で下倶l跡障

害剖耳立面li'iとPaO釘町02の強い相関関係、を報告している。今削11:

症例数は少なかったが、定H寺的に測定した下側肺障害部{立面繍も

Paぴ瓜ぴと有意な相関を示した今回の結果からl士、 下側附槍害
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